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村

　

　

長

藤

　

津

克

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
皆
様
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
子
鹿
2
0
年
の

新
患
を
お
逸
え
で
き
よ
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
昨
年
8
月
の
村
長
選
拳
に

お
い
て
、
村
民
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
持

を
燭
勺
、
当
選
の
栄
を
浴
し
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
今
ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か

し
、
村
民
の
た
め
に
誠
心
誠
意
村
長
と
し
て

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
私
に
と
っ
て
は
人

生
に
お
け
る
最
大
の
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
国
内
に
お
い
て
は
都
市
と
地
、
万
、
富
め

る
者
と
倉
し
き
も
の
の
格
差
が
一
段
と
拡
大

し
、
国
内
経
済
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
も
の
の
、
北
海
道
の
経
済
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
お
り
、

特
に
本
村
の
よ
う
な
地
方
に
と
っ
て
は
雇
用

の
縮
小
、
消
費
の
落
ち
込
み
と
、
長
引
く
不
況

は
依
然
と
し
て
出
ロ
が
見
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
こ
の
〝
ふ
る
さ

と
島
牧
〟
が
大
好
き
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
人

情
味
あ
ふ
れ
る
こ
の
島
牧
で
妥
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
考
え
、
実
行
し
て

い
く
た
め
に
、
住
民
と
行
政
、
各
開
催
団
体
等

が
英
知
を
出
し
合
い
な
が
ら
連
携
と
協
働
を

も
っ
て
、
l
サ
ず
つ
着
実
に
進
ん
で
よ
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
「
島
牧
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
と

実
感
で
き
る
よ
う
に
、
健
康
で
明
る
く
、
生
き

が
い
の
韓
て
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
村
鶉
合

の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
村
民
皆
様
方
の
墳
轟
的

な
ご
捉
盲
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
は
夕
張
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
よ
し
た
が
、
自
治
体

の
破
綻
が
現
実
の
も
の
と
し
て
国
民
の
日
に

晒
さ
れ
、
一
自
治
体
の
破
綻
が
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
総
て
の
住
民
に
青
い
負
わ
と
な
る
こ

と
が
改
め
て
鶉
哉
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
も
自
主
財
漁
が
乏
し
く
、
財
政
的
に

脆
弱
な
自
治
体
で
あ
り
ま
す
が
、
や
る
べ
き

事
業
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
し
、

そ
の
為
に
は
見
直
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
求
め
る
と

こ
ろ
は
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
政
を
行
う
こ
と

が
肝
貴
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
ゎ
′
〝
小
さ
く

と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
″
を
目
脂
し
て
皆
様

と
と
も
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。現
底
、
小
規
模
自
治
体
を
取
り
ま
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
く
、
ま
た
不
透
明
で
は
あ
り

ま
す
が
、
国
や
逆
な
ど
の
動
き
も
十
分
躇
ま

え
な
が
ら
、
的
確
な
情
報
旋
供
を
行
う
と
と

も
に
、
今
後
と
も
村
議
会
や
皆
様
方
と
協
議

し
な
が
ら
島
牧
村
の
舵
を
取
っ
て
参
る
所
存

で
あ
り
よ
す
の
で
、
一
局
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
2
0
年
は
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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一策
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
平
成
2
0
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、
皆
様
に

は
御
壮
健
で
逸
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
よ
す
。

昨
年
中
は
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
ま
し

て
、
村
政
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
首
級
す

る
こ
と
が
で
き
よ
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

し
、
改
め
て
厚
く
お
札
申
し
上
げ
ま
す
。

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
8
月
、
濱
野
粛

議
長
の
帝
職
に
伴
い
、
議
員
各
位
の
ご
支
援

に
ょ
り
私
が
村
議
会
嶺
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

も
と
よ
り
鴻
学
非
オ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

住
み
ょ
い
島
牧
村
実
現
の
た
め
、
村
政
進
展

に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
よ
す
の
で
、

皆
様
の
よ
り
一
局
の
ご
支
線
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
内
経
済
は
回
俊

傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
北
海
逆
経

済
は
回
復
の
兆
し
も
見
ら
れ
ず
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

村
内
で
も
、
基
幹
産
業
の
漁
業
は
、
漁
獲
高

の
大
幅
な
落
ち
込
み
で
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
農
業
で
も
作
柄
は
ほ
ぼ

乎
年
並
み
、
さ
ら
に
は
雇
用
の
縮
小
、
消
費
の

落
ち
込
み
と
、
厳
し
さ
の
目
立
っ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ

ら
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
日
超
し
、
基

幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
振
興
、
生
活
関
連
施

没
の
整
備
、
為
祉
対
策
の
拍
逢
、
教
育
環
境
の

整
備
等
の
行
政
需
鼻
に
応
え
、
議
決
地
関
と

し
て
の
役
割
、
骨
任
の
愛
太
さ
を
深
く
鶉
親

し
、
決
意
を
新
た
に
藷
確
報
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
ど
も
議
月
は
、
豊
か
な
住
み

ょ
い
村
づ
く
り
を
日
冶
し
て
、
皆
様
の
ご
朝

命
に
応
え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
局
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。



，功労者表彰式が11月3日、文化の日にふれあい交流センター「おあしす」で行われ

ましたふ

受賞者峠、社会功労喪に2団体・3人の方が、善行賞に2人の方が受賞されました。

村から、表彰状と記念品を贈り永年にわたる功績を讃えました。

ノ以下、受賞された団体・個人をご紹介します。

左上から　木村弘司さん、小川由松さん、
左下端　波多野信夫さん、右下端　本庄　彦－さん

横
車
納
税
貯
蓄
組
合

昭
和
5
8
年
1
2
月
か
ら
錮
年
以
上

に
わ
た
り
、
納
期
内
完
納
組
合
と

し
て
、
納
税
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

組
合
長
　
小
川
由
松
さ
ん

㌻
沈

「
‥
J

趣
食
め
蓉
骨

永
豊
第
3
納
税
貯
蓄
組
合

昭
和
6
0
年
1
2
月
か
ら
銅
年
以
上

に
わ
た
り
、
納
期
内
完
納
組
合
と

し
て
、
納
税
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

組
合
長
　
木
村
弘
司
さ
ん
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謝辞を述べる波多野信夫さん

本

　

庄

　

彦

一

さ

ん

（
原
歌
町
）
　
6
4
歳

昭
和
4
8
年
1
月
消
防
団
入
団
以

来
平
成
1
9
年
1
月
ま
で
3
4
年
有
余

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
、

防
災
業
務
に
精
励
し
民
生
の
安
定

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

波
多
野
　
信
　
夫
さ
ん

（
千
走
）
　
5
9
歳

昭
和
5
9
年
1
J
月
消
防
団
入
団
以

来
平
成
1
6
年
4
月
ま
で
2
0
年
有
余

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
、

防
災
業
務
に
精
励
し
民
生
の
安
定

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

伊

　

藤

明
さ
ん

（
豊
浜
）
　
4
1
歳

平
成
1
8
年
8
月
2
3
日
富
浦
沖
で

転
覆
し
た
船
主
が
船
に
つ
か
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
、
迅
速

か
つ
的
確
な
処
置
に
よ
り
人
命
救

助
を
行
っ
た
行
為
は
、
他
の
模
範

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三

　

春

　

　

剛

司

さ

ん

（
富
浦
）
　
5
9
歳

昭
和
4
9
年
日
月
消
防
団
入
団
以

来
平
成
1
9
年
6
月
ま
で
3
2
年
有
余

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
、

防
災
業
務
に
精
励
し
民
生
の
安
定

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

阜

　

行

　

骨

濱
　
元
　
布
佐
夫
さ
ん

（
栄
浜
）
　
7
2
歳

昭
和
5
1
年
9
月
か
ら
平
成
1
7
年

4
月
ま
で
2
8
年
有
余
に
わ
た
り
、

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
交
通

安
全
の
指
導
、
啓
発
及
び
普
及
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
は
、
他
の
模
範

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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総務大臣表彰　　瑞宝単尤章

木村　　功さん（栄浜）佐藤　静雄さん（泊）

納　税　表　彰

臼杵　洋子さん（永豊町）
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11／10　88歳

11／24　88歳

山

端

＼1上し－

11／13　88歳

11／28　88歳

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
業
務

に
精
励
し
、
火
災
予
防
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
た
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
、
木

村
功
さ
ん
に
　
「
瑞
宝
単
光
章
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
は
、
昭
和
2
8
年
1
2

月
に
西
島
牧
村
消
防
団
に
入

団
、
平
成
2
年
か
ら
分
団
長
、

平
成
1
5
年
か
ら
副
団
長
と
し
て

平
成
1
6
年
退
団
に
い
た
る
ま
で

5
1
年
有
余
に
わ
た
り
日
夜
消
防

業
務
に
精
励
し
、
水
火
災
を
予

防
警
戒
、
災
害
の
発
生
時
に
は

率
先
し
て
出
動
し
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
な
ど
地
域
の
安

全
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
村
代
表
監

査
委
員
と
し
て
村
政
の
進
展
に

責
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
、
佐
藤
静
雄
さ
ん
に
　
「
総
務

大
臣
表
彰
」
　
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
6

月
か
ら
平
成
1
7
年
6
月
ま
で
川

年
の
永
き
わ
た
り
、
村
代
表
監

査
委
員
と
し
て
村
政
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
は
か
、
村
社

会
福
祉
協
議
会
長
、
村
国
保
運

営
協
議
会
長
等
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
村
民
生
活
の
安
定
向
上

と
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
、

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま

す。

）

永
年
に
わ
た
り
、
納
税

思
想
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、

臼
杵
洋
子
さ
ん
に
　
「
南
後

志
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
納
税
表
彰
」
　
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

臼
杵
さ
ん
は
、
昭
和
5
6

年
2
月
に
永
豊
第
4
納
税

貯
蓄
組
合
会
計
に
就
任

し
、
納
期
内
完
納
の
推
進

と
納
税
思
想
の
普
及
向
上

に
努
め
る
な
ど
、
そ
の
功

績
は
誠
に
大
き
く
他
の
模

範
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

メ∧

キ
ソ
さ
ん
（
豊
浜
）

首
藤
　
忠
治
さ
ん
（
江
ノ
島
）

千
代
子
さ
ん
（
江
ノ
島
）
　
　
木
村
　
ミ
ツ
ノ
さ
ん
（
永
豊
町
）
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松暫上金
永藤田子
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■

◎
小
学
生
の
部

・
島
牧
村
長
賞
　
6
年
　
阿
部
　
啓
二

・
島
牧
村
教
育

委
員
会
委
員
長
賞3
年

　

石

井

　

　

愛

・
島
牧
村
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

4
年
　
天
満
　
大
稀

・
島
牧
村
校
長
会
会
長
賞

1
年
　
高
山
　
心
伍

6
年
2
年
5
年
1
年
5
年
2
年

千
葉
　
健
太

藤
井
廉
太
郎

阿
部
　
力
哉

平
田
　
啓
人

阿
部
　
勇
利

河
崎
　
結
奈

る
さ
と
演
芸
会

◎
中
学
生
の
部

・
島
牧
村
長
賞

・
島
牧
村
教
育

3
年

藤
田
あ
す
か

委
員
会
委
員
長
賞2
年

成
田
　
千
歳

・
島
牧
村
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

3
年

・
島
牧
村
校
長
会
会
長
賞

2
年

・

金

　

賞

　

　

　

3

年

・

銀

　

賞

　

　

　

1

年

・

銅

　

賞

　

　

　

2

年

後
藤
佐
知
子



慧い華！島牧っ芸子

左から　石川くん、中山くん左から　渡辺くん、大森さん、高谷さん、石川さん、西澤さん

写真　左上から　佐藤くん、膏藤くん、
藤井廉太郎くん、藤田さん、藤井甚平くん M

X
駕
）

㌃

㌢

≧

妄

e
9
／
1
5
・
1
6
　
第
2
6
回
北
海
道

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（釧路市）

・
6
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝
　
石
川
　
登
哉

中

山

　

喬

由

（
1
2
月
2
2
日
～
2
6
日
に
大
阪
府
で

行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
3
年
連
続

で
出
場
し
ま
し
た
。
）

〔
‖
／
1
8
　
第
2
1
回
全
十
勝
小
学

生
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
予
選
　
（
ニ
セ
コ
町
）

・
6
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2

位

　

　

石

川

　

登

哉

3

位

　

　

中

山

　

喬

由

・
5
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

3

位

　

　

和

田

　

飛

束

・
5
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

2
位
　
　
桃
井
　
千
住

・
6
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

2

位

　

　

石

川

　

登

哉

中

山

　

喬

由

・
5
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

2

位

　

　

和

田

　

飛

来

菊
地
　
佑
太
（
仁
木
）

・
4
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

3
位
　
　
二
階
　
俊
輔

中
山
　
幸
次

・
6
年
生
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

　

　

桃

井

　

千

住

岩
谷
　
真
緒
（
潮
路
）

・
4
年
生
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

2

位

　

　

中

田

　

彩

水

佐
々
木
萌
果

「
1
1
／
4
　
後
志
中
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
新
人
選
　
（
余
市

町）
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2

位

　

　

渡

辺

　

　

涼

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優

勝

　

　

西

澤

　

美

冴

3

位

　

　

石

川

　

瑞

希

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

2

位

　

　

高

谷

　

理

央

大
森
　
結
花

（
以
上
5
人
の
生
徒
は
、
小
樽
市

で
1
／
1
0
・
1
1
に
開
催
さ
れ
る
全

道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
）

〔
∴
‖
／
7
　
小
樽
・
後
志
代
表
決

定
戦
　
（
小
樽
市
）

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2

位

　

　

渡

辺

　

　

涼

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

2

位

　

　

石

川

　

瑞

希

〔
1
2
／
1
・
2
　
北
斗
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
（
北
斗

市）
・
中
学
2
・
3
年
生男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2

位

　

　

渡

辺

　

　

涼

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

2

位

　

　

西

澤

　

美

冴

ち
び
っ
孝
三
野
郎

ま
た
も
大
滝
嘘

去
る
日
月
2
5
日
、
岩
内
第
2
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た
、
第

3
2
回
全
後
志
少
年
柔
道
大
会
・
第
3
6
回
後
志
中
学
校
新
人
柔

道
大
会
で
島
牧
の
子
供
た
ち
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
小
樽
を
含
む
全
後
志
か
ら
約
3
0
0
人
が
参
加

し
、
そ
の
中
で
島
牧
っ
子
が
次
ぎ
の
と
お
り
入
賞
し
ま
し

た。

∵

ト

…

．

＝

i

…

一

．

、

，

L

…

㌻

≡

　

‥

．

≡

、

‥

〔
1
1
／
2
5
　
第
3
2
回
全
後
志

少
年
柔
道
大
会
・
第
3
6
回

後
志
中
学
校
新
人
柔
道
大

会
・
第
3
2
回
全
後
志
少
年
柔
道

大
会
個
人
戦
　
（
1
年
の
部
）

2

位

　

　

藤

井

　

甚

平

（
2
年
の
部
）

2
位
　
　
藤
井
廉
太
郎

（
女
子
3
・
4
年
の
部
）

優

勝

　

　

藤

田

　

和

香

（
中
学
3
年
の
部
）

3

位

　

　

斉

藤

　

陽

介

3
位
　
　
佐
藤
　
貴
洋



山∴∴」

除排曹作慕騒ぎ億劫箇

本格的な降雪時期がやってきま

した。この時期、除排雪作業をス

ムーズに行うために、みなさんの

ご協力をお願いします。

水遭凍結に
ご注意日

道
道
は
夜
間
の
．

　

…

…

－

．

．

1

…

弓

．

〉

．

．

、

：

】

－

【

．

ノ

（
除
雪
は
し
ま
せ
ん

路
上
駐
車
は
除
排
雪
作
業
の
一
番
の
敵
で
す
。
狭
い
道

路
な
ど
で
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
非
常
に
危
険

です。ま
た
、
作
業
が
遅
れ
て
結
果
的
に
み
ん
な
に
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
。

低
い
塀
や
樹
木
な
ど
は
雪
で
見
え
ま
せ
ん
。
赤
布
な
ど

目
立
つ
印
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ド

ラ
ム
缶
や
磯
舟
な
ど
を
路
上
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。除

雪
後
に
残
る
玄
関
先
の
雪
は
、
再
び
車
道
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
交
通
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
で

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

除
排
雪
作
業
は
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除

雪
車
に
出
会
っ
た
と
き
は
、
安
全
な
距
離
を
保
ち
、
絶
対

に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
、
子
ど
も
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
操
作
し

ま
し
ょ
う
。

侶
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
、
回
転
部
　
（
オ
ー
ガ
・
プ
ロ

ワ
）
　
が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら

雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行
い
ま
し

ょ
う
。

㈲
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟

ま
れ
な
い
よ
う
、
足
も
と
や
後

方
の
障
害
物
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

㈲
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す

方
向
に
人
や
、
車
・
建
物
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
除
雪
機
の
回
り
に
は
絶

対
に
人
を

近
づ
け
な

い
よ
う
に

し
ま
し
ょ

う。

mU

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下

に
な
る
と
、
水
道
管
が
凍
っ

て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

破
裂
し
た
り
す
る
水
道
の
凍
結

事
故
が
増
加
し
ま
す
。

気
象
状
況
に
注
意
し
て
、
お

出
か
け
の
際
や
寝
る
前
に
は
水

道
の
水
抜
き
を
心
が
け
ま
し
ょ

う。

水
抜
き
の
方
法

1
．
蛇
口
を
開
い
て
水
を
出

し
、
元
栓
を
閉
め
ま
す
。

2
．
蛇
口
は
朝
ま
で
開
い
た
ま

ま
の
状
態
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

万
一
、
水
道
管
が
凍
っ
て
水

が
出
な
い
と
き
は
、
蛇
口
か
ら

床
面
ま
で
の
管
に
雑
巾
か
タ
オ

ル
を
巻
き
熱
湯
を
か
け
ま
す
。

そ
の
ま
ま
1
5
分
く
ら
い
放
置

し
て
お
く
と
水
が
出
ま
す
。

い
く
ら
熱
湯
を
か
け
て
も
水

が
出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を
無

理
に
回
し
た
り
せ
ず
、
施
設
課

水
道
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い。



糖尿病とは？

について3回にわたってお話したいと思います。

●糖尿病とは簡単に言えば、血液中にブドウ糖が異常に増えた状態が、長期

間続き全身の血管がポロポロになる病気です。

初期には症状がなく、自覚症状が出た時はかなり進行しています。その

ため、早期発見・早期治療が必要です。

●10年前の厚生省の大規模な疫学調査においても、日本全国で「糖尿病」を

強く疑われる人が約700万人、糖尿病の可能性を否定できない「糖尿病予

備軍」の人が約700万人いるという結果がでています。

合計すれば1400万人の人が、「糖尿病」、あるいは「糖尿病予備軍」とな

っています。

これは日本人の10人に一人の割合で、今後10年間で2倍になると予測さ

れています。

●なぜこの様に糖尿病が増加したのか、いろいろ原因はあると思われます

が、戦後日本人の食生活の欧米化があると思います。

即ち脂肪を多量に摂取するようになってきました。

それに比例するように、糖尿病の羅患率も増加しています。

今一つは、日本人は欧米人に比べて糖尿病になりやすい体質であること

が解かってきました。

●次回は初期症状の無い「糖尿病」状態を放置しておくと、どうなるかにつ

いてお話したいと思います。

ピカピ升曹門人

12月14日、総合福祉医療センターで「よい歯の表彰式」が行

われ、17人の子がピカピカ賞（むし歯が0本の子）を受賞しま

した。受賞者は次のとおり（）内は保護者（敬称略）

原　晴空（－巳）

陽夏（′′）

井　彩水（茂幸）

田　圭吾（博樹）

隼斗（′′）

沖臼　一心（孝幸）

花田　雄太（雄二）

永島　隼斗（茂雄）

西海　諒莱（敦詞）

花田　拓弥（輝樹）

上巳　大一（雅憲）

諸澤　ブタ （要）

島牧診療所（内科）は

12月29日から

1月3日、5日、6日
が休診になります。（救急等具合の悪い方
の対応は行います。）
※1月4日の診療受付は午前11：30分までです。

（歯科）は

12月29日から1月6日
まで休診になります。（12／31午前中
息の対応をします。）

桑野　胡桃（崇虞）

5工ノ島

木村　春菜（一行）

千走

渡辺　楓雅（健吾）

元町

高舘　ちな（友和）

原歌町

越後谷青空（博）

本

　

　

　

巣

　

　

豊

＿

・

・

■

l

　

　

　

′

日

羽

〝

磯

石

浜

成

′

永

　

　

泊

町皇

菖

島
牧
診
療
所
・
飯
塚
　
悸
三



（保険慧諾慧雛〕健康追憶

軍き虫の �「安心」は国民年金に加入することから」 � 
遠∴且 する第一の方法です。 ●長い老後の生活保障は �現役時代から老後までの長期間には、予測不可能なことがいろいろあります。 

国民年金などの公的年金は、誰にとってもやがて訪れる老後の生活保障の不確定要因を解i、 

公的年金で 
老齢基礎年金の受給開始年齢である65歳の平均余命（平成18年）は、男性が18，45年、女性が23，44年となってし ます 

0 長寿は喜ばしいことですが、老後に自分がどれくらい生きるがは、あらかじめ知ることができません。 

また、長い老後生活の保障を、自分の子供に頼るだけでは万全とは言えません。 
貯蓄などで備えることも大切ですが、将来の社会経済がどうなっているのか、どれくらいの備えが必要なのかは、 誰にもわかりません 
ロ、一　　　　〇 このような老後の生活を、社会全体で支える仕組みが国民年金などの公的年金制度です。 

しかも、国民年金は老齢年金だけではなく、病気や怪我で障害が残り、働けなくなったときの障害年金や、万一亡 
くなられたときの遺族年金（子供がいる場合）もあります。 
●高齢者世帯の所得の7割が公的年金・恩給 
国民生活基礎調査によれば、平成17年の高齢者世帯の年間所得は「公的年金・恩給」が所得の役7割を占めています 
また、公的年金・恩給を受給している高齢者世帯の中で、「公的年金・恩給の総所得に占める割合が100％の世帯」は 
59．9％となっており、高齢者の生活を担う公的年金の役割は高まっています。 
国民年金に加入し、保険料を納付しなければ、年金制度の恩恵を受けることはできません。 
すべては、国民年金に加入し保険料を納付することからはじまります。 

l　◎保険料は忘れずに納めましょ‾‾ぅ　l 

）

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
（
第
2
回
）

☆
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
は
じ
ま
り
ま
す
㈱

最
近
、
な
に
か
と
話
題
の
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
。

こ
の
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
新
し
い
健
診
　
（
特
定
健
康
診
査
）
　
が
平
成
2
0
年

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
放
っ
て
お

く
と
心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
の
深
刻
な
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
れ
を
く
い
止
め
る
に
は
、
定
期
的
に
自
分
の

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
対
処
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
健
診
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

「
仕
事
や
家
事
、
子
育
て
な
ど
で
忙
し
い
」
「
つ
い

面
倒
で
…
」
「
今
特
に
体
の
調
子
は
悪
く
な
い
か

ら
」
と
健
診
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
こ
な
か
っ
た
方
、

病
気
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
村
が
地
域
の
住
民
を
対
象
に
基

本
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
2
0
年

度
か
ら
の
特
定
健
診
で
は
医
療
保
険
者
が
中
心
と

な
る
た
め
、
各
医
療
保
険
者
の
案
内
　
（
　
「
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
」
　
受
け
る
の
か
）
　
に
従
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
が
ん
検
診
な
ど
特
定
健
診
以
外
の
検
診

は
、
今
ま
で
ど
お
り
村
で
行
い
ま
す
。

基
本
的
な
健
診
（
必
ず
受
け
て
い
た
だ
く
検
査
）

用
は
い
く
ら
？

特
定
健
診
は
、
各
医
療
保
険
者
が
4
0
歳
か
ら
四

歳
の
方
全
員
に
実
施
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
妊
産
婦
・
長
期
入
院
者
・
海
外
在
住
者
等

は
除
か
れ
ま
す
。

自
費
で
は
高
額
な
健
診
で
す
。

で
も
、
医
療
保
険
者
が
一
部
を
負
担
し
ま
す
の

で
、
全
額
を
負
担
し
な
く
て
済
み
ま
す
。

具
体
的
な
金
額
は
各
医
療
保
険
者
で
異
な
り
ま

す。

・
問
診
や
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
な
ど

・
脂
質
を
調
べ
る
検
査
　
（
中
性
脂
肪
、
H
D
L

・
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

・
代
謝
系
を
調
べ
る
検
査

（
空
腹
時
血
糖
な
ど
）

・
肝
機
能
を
調
べ
る
検
査

（
γ
－
G
T
P
な
ど
）

・
尿
・
腎
機
能
を
調
べ
る
検
査

（
尿
た
ん
ば
く
）

詳
細
な
健
診

（
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
）

‥
心
電
図
検
査

・
眼
底
検
査
な
ど

次
号
で
は
、
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

（
保
険
係
・
保
健
指
導
係
）



平成20年　葛牧村成人式
平成20年の島牧村成人式を1月13日（日）午後1時
からふれあい交流センター「おあしす」で行います。
今年の成人者は、昭和62年4月2日から昭和63年
4月1日までに生まれた方で、名簿は次のとおりで
す。（本村に住民登録されている方）

佐　藤　美　雪

（永豊地区）
川　岸　春　菜

川　岸　　　匠

（泊地区）
山　田　恭　介

（千走地区）
高　島　雅　彦

（元町地区）
本　庄　香奈枝
下　山　辰　巳

堺　　　めぐみ

（原歌地区）
大　西　　　威

（冨浦地区）
平　田　理　沙

（歌島地区）

のぞみ
穂菜未
未　恵

大　輔

（港地区）
鶴　間　拓　也

（栄磯地区）
藤　田　大　也

（豊浜地区）
浜　野　事　大

※名簿は10月末現在で調査したもので、調査後の転
入、掲載もれ、あるいは成人式をふるさと島牧村で

いる方は、教育委員会生涯学習駁撃薫P　旦？て

1
月
1
0
日
は

「
1
1
0
番
」
　
の
日

守
り
ま
す
　
街
の
安
全

1

1

0

番

1
1
0
番
は
、
事
件
や
事
故
を

警
察
に
早
く
知
ら
せ
る
緊
急
通
報

手
段
で
す
。

1
1
0
番
を
お
か
け
に
な
っ
た

と
き
は
、
次
の
こ
と
を
お
聞
き
し

ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
話
し
て

く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

（
交
通
事
故
、
盗
難
被
害
な

ど）
②
い
つ
で
す
か
、
ど
こ
で
す
か
？

（
事
件
、
事
故
の
あ
っ
た
時

刻
、
場
所
な
ど
）

③
犯
人
は
、
今
い
ま
す
か
？

（
人
数
、
人
相
、
服
装
、
凶
器
、

特
徴
な
ど
）

祐憲

酎
中
也
橋
田
原
宮

目
田
本
高
下
菅
田

（

④
犯
人
は
ど
ち
ら
の
方
向
へ
、
ど

う
や
っ
て
逃
げ
ま
し
た
か
？

（
逃
走
方
向
と
徒
歩
か
車
か
、

車
の
色
、
ナ
ン
バ
ー
、
特
徴
な

ど）
⑤
今
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

（
事
件
・
事
故
の
様
子
、
け
が

人
、
救
急
車
の
手
配
な
ど
）

⑥
あ
な
た
は
？

（
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
事
件
・
事
故
と
の
関

係
な
ど
）

※
急
が
な
い
各
種
の
相
談
・
要

望
な
ど
は
警
察
相
談
電
話
　
「
♯
9

1
1
0
」
　
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

（
寿
都
警
察
署
）

法
務
局
か
ら
のお
知
ら
せ

平
成
2
0
年
1
月
1
日
か
ら
帰

化
、
国
籍
取
得
な
ど
の
国
籍
に
関

す
る
事
務
は
、
函
館
地
方
法
務
局

戸
籍
課
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
詳
細
は
、
函
館
地
方
法
務
局
戸

籍
課
ま
で

℡

0

1

3

8

－

2

3

1

9

5

2

6

（直通）

島
牧
村
史

（
村
史
本
編
年
表
追
補
版
）
が
完
成

こ
の
ほ
ど
、
か
ね
て
よ
り
村
民

の
皆
さ
ん
や
関
係
方
面
か
ら
ご
要

望
の
あ
っ
た
島
牧
村
史
追
補
版
が

完
成
し
、
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。B
5
版
3
2
ペ
ー
ジ
で
一
部
カ
ラ

ー
印
刷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
に
発
行
し
た
村
史
の

追
補
版
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
6
3

年
か
ら
平
成
1
8
年
ま
で
の
島
牧
村

の
出
来
事
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
（
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。
）

な
お
、
村
内
の
希
望
者
に
2
月

2
9
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
1
冊

1
，
1
0
0
円
　
（
税
込
）
　
で
有
償

頒
布
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
以
降
は
、
作
成
原
価
の
1

冊
2
，
2
0
0
円
　
（
税
込
）
　
で
の

頒
布
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。
　
（
頒
布
部
数
は
、
2
0

0
冊
で
先
着
順
で
す
。
）

l「
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
）

「
だ
し
風
（
ヤ
マ
セ
）
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
度
5
月
に
お
願
い
し
た

「
だ
し
風
　
（
ヤ
マ
セ
）
　
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
　
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
お
か
げ
さ
ま
で
、
さ
る
日
月
2
0

日
に
札
幌
管
区
気
象
台
で
行
わ
れ

た
札
幌
地
区
気
象
研
究
会
に
て
成

果
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
L

L

た。

つ
き
ま
し
て
は
、
発
表
会
で
配

布
し
た
原
稿
　
「
寿
都
の
だ
し
風
の

吹
く
範
囲
」
　
を
ご
希
望
の
方
に
差

し
上
げ
ま
す
。

本
原
稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
寿

都
測
候
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
寿
都
測
候
所

℡

0

1

3

6

－

6

2

－

2

0

3

9



弁護士相談
1月16日（水）・17日（木）

1月29日（火）・30日（水）

2月12日（火）・13日（水）

2月28日（木）・29日（金）

初回の相談は無料
事前予約制
予約受付時間10時～16時
電話　0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3
（佐藤精肉店となり）

法
定
調
書
の
提
出
は

1
月
3
1
日
ま
で
に

平
成
1
9
年
1
月
1
日
か
ら
ほ
月

3
1
日
ま
で
に
、
給
料
や
報
酬
な
ど

の
支
払
い
を
し
た
者
は
、
支
払
先

の
住
所
・
氏
名
・
支
払
金
額
な
ど

を
記
載
し
た
書
類
　
（
法
定
調
書
と

い
い
ま
す
）
　
を
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
提
出
先
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

＼

」

　

0

法
定
調
書
は
適
正
な
課
税
を
行

う
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
記
載
誤
り
の
な
い
よ
う

に
し
、
平
成
2
0
年
1
月
3
1
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
す
る
と
き
は
、
総
括
表
を
添
え

て
受
給
者
の
所
在
地
の
市
町
村
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
住
民
課
税
務
係
）

J

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

今
般
　
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
と
り
ま
と
め

ら
れ
、
政
府
と
し
て
も
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
改
め
て
お
知
ら
せ

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

1
．
7
0
～
7
4
歳
の
方
　
（
注
1
）
　
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

平
成
2
0
年
4
月
か
ら
平
成
2
1
年
3
月
ま
で
の
一
年
間
窓
口
負
担
が

1
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
注
1
）
既
に
3
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

（
注
2
）
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
7
0
～
7
4
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、

平
成
2
0
年
4
月
か
ら
2
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も

の
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

2
．
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
7
5
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険

料
に
つ
い
て

平
成
2
0
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
6
か
月
間
は
無
料
と
な
り
、
平
成

2
0
年
1
0
月
か
ら
平
成
2
1
年
3
月
ま
で
の
6
か
月
間
は
、
頭
割
保
険
料
額

（
被
保
険
者
均
等
割
）
　
が
9
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

（
対
　
象
　
者
）

7
5
歳
以
上
の
方
　
（
注
1
）
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る
日

の
前
日
　
（
平
成
2
0
年
3
月
3
1
日
又
は
7
5
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
　
に
お
い

て
被
用
者
保
険
　
（
注
2
）
　
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方
。

（
注
1
）
6
5
～
7
4
歳
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま
す
。

（
注
2
）
政
府
管
宴
健
康
保
険
や
企
業
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
等
、

い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健
康
保
険
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

（
注
3
）
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら

2
年
間
、
被
保
険
者
均
等
割
を
5
割
軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
措
置
は
そ
れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で
す
。

（
福
祉
課
保
険
係
）

）

『
む
ら
づ
く
り
懇
談
会
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

日
月
6
日
か
ら
相
月
3
日
の
間

で
、
村
内
1
0
地
区
を
会
場
に
　
「
む

ら
づ
く
り
懇
談
会
」
　
を
開
催
し
ま

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村
民
の
方
々
と
行
政

が
協
働
し
て
　
「
む
ら
づ
く
り
」
　
を

進
め
る
た
め
の
意
見
、
提
案
等
を

お
聞
き
す
る
も
の
で
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
多
く
の
皆
様

か
ら
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
会

場
の
集
約
、
日
程
、
開
催
回
数
等
を

検
討
し
、
引
き
続
き
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
総
務
課
企
画
係
）

ご
寄
附
に
感
謝
し
ま
す

○
地
域
福
祉
に
2
0
万
円

1
1
／
3
0
　
永
豊
・
泊
・
豊
平
地
区
の

「
む
ら
づ
く
り
懇
談
会
」
の
様
子

高

　

島

　

憲

一

様
（字豊浜）

ご
厚
志
に
対
し
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。



〔チヰ圭「
10月16日～12月15日

l　　　　　（10月）

：16日　表彰審議会
－19日　行政相談
120日　保育所発表会
t　27日　文化祭（28日まで）

：30日　中学校後志英語暗唱大会
1　　　　　（11月）

13日　功労者表彰式
tllB　ふるさと演芸会

：13日　第18［訂アメマスダービー実行委員会
■16日　島牧寿都教育委員会同研修
119日　例月出納検査
120日　地域生活支援連絡会議
t　　　　　（12月）

：2日　選挙管理委員会
15日　特設人権相談
114日　よい歯の表彰式

：12日　例月出納検査
■13日　決算審査特別委員会
l　′／　村づくり・人づくり講演会

A　　　わが家の

お殿様
すず　き　も　蓋　と

鈴木洩素価くん
原歌町／鈴木早苗さんの

お子さん

（平成16年6月29日生）

いつもあ姉ち
ゃん、あにいち
やんとゲームの
取り合いをしてい
ます。
けんかをしてもあに
いちゃん、あねえちゃ
んかまけて泣いてしまう
こともあるくらい元気のあ
る子です。

優しく素直でたくましく育って欲しいです。
（早苗さん）

：　言㌍蒜諾幣8巌簑雷管賢さ； 姦蒜蒜

工二二二∴革聖
l

座…ダ三、 ＼「　＼

＼、＼

（平成16年8月31日生）

あっちょこチョイなと

のうごき　こうもあるけれど、毎日

（10月16日～12月15日住民係受付分・敬称略）

層饗おしあわせに

：；：：：：三菱芸整冤……）泊
田中　千夏……‡元町

19・11・23歪巽歪李…）元町

獲たんじょう
19．10．16　岩井　寵・…‥泊

1孟驚莞華畠薫香完走誓墓誌

1去誓莞●霊屋害毒宣誓‥元町

1去讐管見畜霜夏完走三三墓誌
（中川幸一・好重のお子さん）

轢おくやみ
19．10．17　三浦　清治（86歳）……　豊浜

19．10．25　高島みよし（89歳）……　豊浜

19．11．7　長谷川トワ（94歳）……　元町
19．11．16　白杵　開道（0歳）‥・…　豊浜

19．11．18　本間　春美（87歳）

19．12．11　成田　優子（69歳）

19．12．14　川内　吉男（87歳）

（11月30日現在）

欝人　口
1，978人（前月比△8人）

男：　948人（前月比△2人）
女：1，030人（前月比△6人）

l■世帯数
941戸（前月比△3戸）

豊浜
永豊町
栄磯

元気いっぱいで体を使っ
て遊ぶのか大好きな瑚々。

妹が生まれてからはグンと
あ姉ちゃん振りを発揮してくれ
る様になりました。

・■

これからものびのび元気良く、優しい女の子でいてね。

（大空・有紀さん）

苛箭11認諾在1203日達成

運 転 免 許 �上般・違反講習 

羞1月15日（火）2月12日（火） 

1－般者13：00～14：00 ‾‾博反者14＝15～16＝15 

一室鮎豊新書壬宝≡33＝壬喜…33 

董岩内自動車学校　0135－62－1328 

1、三＿「三．凍上∵∴∵■八雲自動車学校　0137－63－2111 

1月10日（木）1月17日（木） 
ミミく・串号斗十字熟‖雄藩刷　1月24日（木）2月7日（木） 

2月14日（木）　2月21日（木） 

盃しま �ま �ヰ平成19年12－平成20年朋鐸発行／島牧村○編集／総務課企画係（Tm75脚1内線31） L　No．482　〒048－0621北海道島牧郡島牧村字泊83番地態印刷／株式会社総北海札幌支社 

自然環境へのやさしさを考え、

，．大豆インキを使用しています。
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